
校長 中山 克彦

あかあかと 日はつれなくも 秋の風

タイトルは松尾芭蕉の句です。「照りつける日は容赦もないけれど、吹くのは涼しい秋の風だ。」 と
いう意味だそうです。まだまだ暑い９月ですが、特に朝夕のひんやりとした空気は心地よいです。
さて、９月10日（日）、市小中学校・校区合同運動会を開催したと

ころ、昨年以上に多くの皆様に御参加いただき、誠にありがとうござ
いました。
今年も「子どもたちが最高の発表ができるように。」「一種目でも

多く、本来の姿に近い運動会に。」という皆様の熱い思いで計画、準
備、運営が進められました。
開会式のあいさつでもふれましたが、奄美群島日本復帰70周年

記念大会ということもあり、花火の打ち上げ、
入場、国旗掲揚、優勝旗返還と授与、万歳三
唱・・・・・・。毎年当たり前にしていることの一
つ一つの意味や意義をあらためて考えること
でした。
「奄美体育の歌」も歌詞を大きく書いたも

のが掲示され、参加者の皆様全員で歌いまし
た。これからの郷土・未来の子どもたちに対す
る先人の思いがひしひしと伝わる、まさに運動会で歌うにふさわしい曲だと実感することでした。
そして、閉会後の片付けの鮮やかだったこと……，保護者・役員の皆さん，各地域テントの皆さん

が最後まで御協力くださり，１時間もかからずに、まるで何事もなかったかのように元の校庭に戻って
いました。御来場くださった方，この日のために動いてくださった方，心を配ってくださった方，皆様に
感謝申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。
この日の夕方は、久しぶりの運動会の反省会も開催されました。突然の雨のため、各組ごとの予定

が公民館に集まってすることになりました。本当に久しぶりのにぎやかさだったのではないでしょうか。

運動会から２週間後の９月24日（日）は、豊年祭・敬老祝賀会が開催されました。地域の皆さんそ
れぞれお忙しい中、物品や余興の準備を進めていらっしゃいました。会
場の除草も前の週から行われ、前日には土俵やテント、提灯や照明、
のぼり旗やしめ縄、まわし等の準備が総動員で進みました。私も微力
ながら一緒に作業する中で、「こうやってこの大切な行事が作られて
いくのか。」と感動することでした。
当日は、最終的な準備の後、10時から氏神様で「願戻し」が執り

行われ、私も拝見することもできました。そして、いよいよ14時から豊
年祭・敬老祝賀会が始まりました。
相撲・初土俵入り、各組の余興、三味線・島唄、子どもたちのエイサー等、他の機会では一度に見

ることはまずできないものが、次々に披露され、時間が過ぎるのを忘れることでした。
閉会し、テントが片付けられた後。薄暮の中で自然と輪ができ八月踊りが始まりました。だんだん

鮮やかになっていく提灯の明かりの下で舞う踊りは、いつもにも増して風情がありました。私はいつも
のように先輩方の振りをまねるだけでしたが、輪の中にいるだけで幸福感に満たされることでした。
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 9月 10日，晴天にも恵まれ市小中学校・校区合同秋季大運動会が行われました。 

児童生徒だけでなく集落の皆さんも一緒になった入場行進，そして 4 年ぶりのエール交換。赤・

白互いにエールを送った後は，市集落全体にエールを送りました。競技でも子供たちはもちろん，集

落の方々も真剣に，そして楽しく参加してくださいました。また輪回しや，グランドゴルフには来賓

の方々にも飛び入りで参加していただき，大いに会場が盛り上がりました。1 学期から練習に取り

組んできたエイサーも元気いっぱい披露できました。最後は校庭全体を使って「あまださがりゃ」

「浜千鳥」「六調」を踊り，奄美群島日本復帰 70周年記念大会にふさわしい，大盛況のうちに終了

しました。 

４年ぶりに開催された豊

年祭・敬老祝賀会に，子供た

ちも参加しました。相撲や

エイサー，各組々の出し物，

八月踊りなど，様々な形で

集落の皆さんと一緒にふれ

あう機会となりました。あ

りがっさまぁりょうた！ 
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